「おい 太刀 川。 この 次々 に 起る 太平洋 上の 遭難 事件 を、 

君た ち はなん とみる か」 

力士の ような 大きな 体、 柿の 実の ようない ぃ艷を 

もった 頰、 I 刈り こんだ 短い 髭、 すこし 禿げ あがった 

まえびた い 

前額、 やさしい ながらき リリ としまった 目鼻 だち I 

I と 書いて くれば、 原 大佐が どんなに 立派な 海軍 軍人 

だか、 わかる であろう。 

「さあ、 II」 

太刀 川 青年 は、 膝のう えに 拳 を かためた。 なんの こ 

とだか、 よく わからない。 

いま 原 大佐から きいた ところに よると、 この 春、 太 



たどたどしい。 たどたどしい というよりも、 気が 

か— つと していて、 夢中に 鉛筆 を 走らせた といった 文 

字 だ。 それ を ひろって 読んで みると、 こんなお どろく 

べき ことが 書いて あった。 

が —— 十二 日 アサ、 海ノ 色、 白 クニ ゴル。 ソレ カラー 

時間 ノチ、 左舷 前方 二 トツ ゼン 大海 魔 アラワ レ、 海中 

ヨリ 径ーメ —トル ホ ドノ 丸ィ頭 ヲモ タゲ、 ミル ミル 五 

十メ —„ ^ル ホド モ頸ヲ ノバ シタ。 ラン ラン タル 目、 ソ 

ノ長ィ 体ハ、 波 ノウ ェヲ クネク ネト 四百 メ— トル モ彎 

曲シ、 ァレ ョァレ ョトォ ドロ クウ チ、 口 ヨリ 火 ヲフキ 

鉄 丸ヲト バシ、 ヮガ船 ハク ダ カレ、 全員 ハ傷 ツキ 七 分 



太刀 川 はお どろいて 聞き かえした。 

「いや、 まだ それ は 化物と きまった わけで はない。 化 

物 かどう か を、 君に いって 調べても らいたい の だ。 わ 

まちり 

が 海軍と して は、 太平洋の 護 は 大切 このうえ もない。 

そこへ 化物が 出て くると いうので は、 困る の だ。 とに 

かく、 化物で あるかな いか を、 われわれ は 一刻 もはや 

く 知りたい の だ。 部内から 軍人な ど をえ らんで 向こう 

へやる と、 列強の スパイに すぐ 気 どられ てし まう。 だ 

が 〔# 「だが」 は ママ〕 君の ように、 こっちと 従来 関係 

のなかった 人 をえ らんで、 現場へ おくりた いの だ。 そ 

れには 君が 一 番 適任 だとお もう。 御苦労 だが 一 つ ひき 



といって、 原 大佐 は 一冊の 薄い パンフレット を わた 

したが、 どこから どこまでも 行きと どいた ことで あつ 

た。 

「では、 いってまい ります」 

「おお、 ゆく か。 では 頼んだ ぞ。 日本 を 狙う 悪魔の 正 

体 を、 徹底的に あばいて きて くれ。 こっちから も、 必 

要に 応じて、 誰か を 連絡の ために 向ける。 とにかく 何 

かあつたら、 その 無電 ステッキで 知らせよ。 こっちの 

呼 出 符号 は、 そこに も 書いて あると おり、 X 二 〇 三 だ」 

「X 二 〇 三！ ほう、 二十 三 は、 私の 年です から、 た 



の 帽子 も 服 も 靴 も、 みな 真白であった。 どこから とも 

なく、 熱帯 果実の 高い 香が ただよって くる。 

太平洋 横断 アメリカ 行の 飛行艇 サ ウス . クリパ —号 

は、 湾内に しずかに 真白な 翼 を やすめて いた。 それ 

はち かごろ 建造され た 八十 人 乗りの 大 飛行艇で、 ァメ 

リカの 自慢の もの だ つ た。 

太刀 川 は、 四ッ星 漁業 会社の 出張員と いう 身分 証明 

書で、 この 飛行艇の 切符 を 買う ことができた。 

七月 三日、 いよいよ サ ウス • ク リバ— 機の 出発の 日 

だ。 

太刀 川 は、 朝 九 時、 一 般 乗客に うち まじり、 埠頭 か 



らモ— タ！ ボ— トに のって、 飛行艇の 繋留され てい 

ると ころへ 急いだ。 

モ— タ— • ボ— トが 走り だしてから、 太刀 川 は あた 

り をみ まわした が、 まるで 人種 展覧会の ように 世界 各 

国の 人が 乗り こんでいる。 アメリカ人 イギリス 人 はい 

うに 及ばず、 ドイツ人 や イタ リャ人 も おれば、 インド 

人、 黒人 もい る。 また 顔の 黄い ろい 中国人 もいた。 日 

本人 は、 彼 一 人らしい。 

「ああ 痛！ ああ 痛！ 足の 骨が折れた かもしれ ねえ 

ぞ。 だ、 誰 だ、 俺の 足 を 鉄の 棒で ぶんなぐ つたの は」 

太刀 川の 〔# 「 太刀 川の」 は 底本で は 「太刀 川の 匕 耳 



うう つと 口 を もぐ もぐさせ て、 ならぬ 堪忍 を 自分で お 

ししず めて いる 様子だった。 リキ— に は、 この 老 夫人 

が、 苦手ら しい。 それ は 多分 リキ ー の 主人で もあろう 

ゝ o 

力 

この 老 夫人 ケント は、 たいへん 立派な 身なり をして 

いたが、 この 暑い のに、 すつ ぼリと 頭巾 を かぶり、 そ 

してよ く 見る と、 顔 中 やたらに 黄い ろい 粉が なすり つ 

けて あり、 また 顔 中 方々 に 膏薬 を 貼って あった。 こと 

に、 鼻から 上唇に かけて、 大きな 膏薬が はりつけて あ 

り、 そのせ いかたい へん 低い 鼻声し か 出せない。 太刀 

川 は、 ケント 夫人が 皮膚病 を わずらって いるので あろ 



とで 見つけて、 素っ首 をへ し 折る ぞ。 ええい、 腹が立 

つ、 この 無礼な ステッキ を 海の なかへ 叩き こんで しま 

え」 

リキ— は 乱暴に も、 ステッキ を 海中へ 投げ こもうと 

した。 

「待て。 それ は 僕の ステッキです」 

太刀 川 は、 さっきから、 そのこと に 気がつい ていた 

が、 どうした もの かと 考え 中であった。 大任 を 持つ 身 

の 〔# 「持つ 身の」 は ママ r こんな 小さな ことで 喧嘩し 

たく はな か つ たが、 原 大佐から 親しくさず けられた 貴 

重な ステッキ を 奪われ、 海中に なげこまれ たので はも 



リバ ー 機の 運命 は！ 

大 捜査 

おそろしい 二人の 共産党 員が、 この サ ウス -ク リバ— 

艇の 乗客の なかに、 名 を 変えて まぎれこんで いると い 

うので ある。 

一体 だれが 共産党 太平洋 委員長 ケ レン コ であり、 ま 

ただれが 潜水 将校 リ— ロフ なのであろう か。 



た。 

秘密 のうちに 共産党 員にたい し、 戦いの 火蓋が 切ら 

れ たので ある。 

当の ケ レン コとリ ー ロフ が、 知ってい るか どうか 知 

る 由 もない が、 艇内 はにわ かに、 重苦しい 空気につつ 

まれて 行った。 

太刀 川 時 夫 は、 座席に ふかく 体 を うずめた まま、 じつ 

とこら えていた。 

(怪しい 奴と いえば、 あの 向こうの 隅に 睡リ こけて い 

るケ ント老 夫人と、 酔つ ぱ らいの リキ— の 二人組 だが 

…… ) 



太刀 川 は、 どういう もの か、 二人組が 気になって 仕 

方がなかった。 

(しかし 待てよ。 共産党 員の ケ レン コとリ —ロフ とい 

うの は、 どっち も 男 だ。 ところが あの 二人 は、 一人 は 

荒 くれ 男 だけれ ども、 もう 一人の 方 はお 婆さんで はな 

いか。 すると これ は、 別人 かな) 

と 思った が、 それでも なお、 彼 はこの 二人組から、 

目 を 放す 気持に はなれな か つ た。 

その 時であった。 

と つ ぜん 防音 扉が、 ばたん と あいてど やどやと 捜索 

隊が はいつ てきた。 



(すわこ そ！) 

と、 太刀 川 時 夫 は 席から 立ち あがろう としたが、 い 

やまてと、 はやる 心 をお さえつけ て、 そのまま 席に 体 

を うずめた。 

「ひどい 奴 だ。 さあ、 こっちへ 来い」 

隊長ら しい 艇 員の 一人が、 声 を あららげて、 誰か を 

叱りとば した。 

(さあ、 始 つた ぞ。 リキ— の 奴が ひきたてられ るの 

か！) 

太刀 川 は、 印度人 夫妻の 肩 ごしに、 その 方に 目 を 光 

らせ たが、 リキ ー は 今 目 を さました らしく、 両腕 を 高 



く 上に のばして、 大 あくび をして いると ころだった。 

(あれ、 リキ ー じ やない とすると、 一体 誰が 叱られて 

いるんだろう？) 

そのと き、 隊長ら しい 艇 員が 後 を ふりむき ざま、 

「さあ、 早く こっちへ くるんだ」 

といって、 顔 を まつ 赤に して、 一人の 少年の 首す じ 

をつ かんで、 ひきずりだした。 見る と、 それ は 色の あ 

あさぎ 

せた 浅黄い ろの ズボンに、 上半身 はすつ 裸と いう 恰好 

の、 中国人 少年だった。 

「貴様 みたい な 小僧に、 この 太 平洋 をむ ざ む ざ 密航 さ 

れて たまる もの か。 この 野郎め が」 



「ああ、 ちょっと お待ちく ださい。 この 少年の 処分 は、 

ダン 艇長が いたし ますから、 どうかお かまいな く」 

艇 員の 隊長 は、 腕 節の つよそう な リキ— に 遠慮が ち 

に、 それでもい うだけ のこと をい つた。 

「おれ はさつ きから、 頭が いたくて たまらな いんだ。 

貴様が ， J の 小僧 をぴ いびい 泣かせる もの だから、 頭痛 

がいよ いよ はげしくな つてき たじ やない か。 な あに、 

こいつ を片 づける くらい、 訳の ない こと だ。 窓から 外 

へお つぼり だせば、 それです むじ やない か」 

リキ— は、 たいへんな こと を、 平気で いった。 そし 

て それ をす ぐに もやり そうで あ つ た。 



なので、 これ は 困った ことにな つたと 思った。 

密航す るの は 悪い にき まっている。 しかし その 罰に 

命 をと ると いうの は、 無茶な 話 だ。 可哀 そうに、 少年 

は、 リキ ー の 腕の 中で 手足 をば たばた させながら 泣き 

出した。 

(もう 見て いられない。 誰も たすけだす 者が いなけれ 

ば、 一 つ 僕が リキ— を とっちめて やろう か) 

と、 太刀 川 は 考えた。 リキ ー は、 相当 腕 節が 強そう 

だが、 強い 者が 弱い者 を いじめて いるの を 日本人の 血 

はどうしても だまって 見て いられな いの だ。 

彼 は、 拳 を かためて、 すくつ と 立ち あがった。 その 



時、 足 もとでが たんと 音が した。 何かとお もって 下 を 

むくと、 東京 を 出発 するとき 原 大佐から 贈られた 例の 

太い ステッキであった。 

"待て 太刀 川！" 

洋 杖が、 なに か 囁いた ようであった。 

〃お前の 使命 は、 重大 だぞ， 

大佐が 別れに のぞんで 彼に いった 言 葉 が 思 いだされ 

た。 

(そうだった。 軽々 しい こと はでき ない) 

太刀 川 は、 一歩 手前で、 気がついた。 彼の 双肩に は、 

祖国 日本の 運命が かかって いるの だ。 リキ— と 闘って 



勝てば いいが、 もし 負けて、 中国 少年 同様、 南シナ海 

になげ こまれて しまえば、 祖国への 御 奉公 も、 それ ま 

でで はない か。 

(といって、 あの 中国 少年 は 見殺しに は 出来ない) 

太刀 川 は、 わが 胸に 問い、 わが 胸に 答えながら、 考 

えこんで いたが、 何事 を 思いついた のか、 

「そうだ」 といって 帟を たった。 



おそろしい 制裁 



「おさわが せして、 あいすみ ませんで した。 どうぞ リ 

キ ー さん、 その 少年 を こっちへ お渡しく ださい」 

艇長 は、 おそれ 気 もな く、 リキ ー によび かけた。 

「な、 なんだ。 うん、 貴様 は 艇長 だな。 貴様た ちが、 

あまり だらしな いから、 こういう ことになるの だ ぞ。 

さあ、 どけ、 おれが じきじき、 この 密航者 を片 づけて 

やる の だ」 〔# 「やる の だ」」 は 底本で は 「やる の だ 匕 

「ちょいと お待ちく ださい。 あなた は 密航者 密航者と 

おっしゃ いますが、 その 密航者 は、 どこに おります？」 

「なんだ と！」 リキ ー は、 眉 を ぴくりとう ごかした。 

「密航者 は どこに いるかって？ この 野郎、 貴様の 目 



「う うん。 ちえ つ 」 

リキ ー は 舌う ちしながら、 にわかに 見世物の 象の よ 

うにお となし くな つた。 それでも、 なに かぶつぶ つい 

いながら、 小脇に かかえこん でいた 中国 少年 を、 床の 

うえに ど すん と放リ だした。 

「あつ」 といって、 中国 少年 は、 その 場に 倒れた。 

太刀 川 時 夫 は、 そうなる の を 待って いたかの ように、 

前へ すすみ 出て、 中国 少年 をお こして やった。 

「もう 泣かないでも いい、 こっちへ おいで」 

r ？」 

中国 少年 は、 びっくりし たような 顔 をして、 太刀 川 



変え なきや、 危険 だ」 

艇長 は、 操縦 室と 書いた ボタン を 押して、 電話機 を 

とりあげた。 

「おお、 操縦 長 か。 あの 雲 を 見たろう。 針路 をす ぐに 

北へ 四十 度 曲げて くれ」 

「北へ 四十 度。 すると マニラへ はだん だん 遠くな リま 

す 力 」 

操縦 長の 声であった。 

「仕方がない。 このまま マニラへ 近づく こと は、 あの 

黒雲の 中の 地獄へ 近づく こと だ」 

「はい。 ではす ぐ- 



扉 を 押して、 ケ ント老 夫人が 出て ゆく ところだった 

酔つ ぱ らいの リキ ー を 座席に のこした まま— 



電送 写 直 



(変な こと をい う 少年 だ) 

太刀 川 は、 ふしぎに 思った。 

「お前 は、 何 をい うんだ。 今 出て いったの は、 お 婆 さ 

んじ やない か。 お前 は 目が 見えない わけ じ やな かろ 



まもなく ジ イジ イジ ィと、 写真 を 焼きつ ける ための 

信号が 入って きた。 もうあと 十分た てば、 写真 は 出来 

あがる ので ある。 ケ レン コの顔 もリ ー 口 フの顔 も、 

すっかり 分か つ てし まう の だ。 

なんというす ばらしい 文明の 利器であろう か！ 

艇長 はじめ 通信 係の 一 同 は、 ジ イジ イジ ィと 廻る ド 

ラムの 上 を、 またたき もせず、 見つめて いる。 やがて 

ドラムの 中に 焼き あがる 写真 は、 そ もどん な 顔 をして 

いるであろう。 

一分、 二分、 三分 II 誰 一人、 声 を だす 者 もない。 

その 時だった。 



と 思ったら、 いままで ジ イジ ィと 鳴つ ていた 写真 電 

送の 器械が、 ぷ つんと、 とまって しまった。 

(あ、 やられた) 

艇長が 叫んだ とき、 

「う— む！」 

と、 くるし そうな、 うめき ごえ を あげて、 今まで 器 

械の 前に、 両肘 をつ いていた 通 信士の 体が、 横にす— つ 

とす ベリ だした。 

「おお、 撃 たれた か！」 

艇長が、 おもわず その 方へ 走りよ ろうとした とき、 

通 信士の 体 はぐに やりと なって、 椅子 もろとも、 はげ 



しい 音 をた てて、 床に ころがった。 

つづいて パン、 パン —— 

ぴゅ— んと、 艇長の 頰を かすめて、 弾 は 窓 を つらぬ 

き、 外へ とびだした。 

「う—」 

艇長 は、 うめいて、 ぴたりと 床に はらば つた。 何 や 

つ だと 思った 時、 

「動くな。 動けば、 命がない ぞ！」 

聞き なれない 太い こえが、 ダン 艇長の 頭のう えから 

ひびいた。 

梃 長 は、 勇気 を ふるって、 首 をう しろに ねじむけた _ 



て、 この サ ウス • クリパ —号が 安全に 飛行で きる と 思 

うか。 それに —— 」 

「それに どうした」 

「わが 艇員 は、 貴様の ような 無法者 を そのまま にして 

おかないだろう。 無電 監視所が 変事 をき きつけて、 い 

まに 救援 隊が かけつけて 来る」 

「う ふ ふ ふ。 何 を ほざく。 貴様のう しろ を 見ろ、 無電 

装置が、 ピストルの 弾で、 こわされて いるのに 気がつ 

かないの か。 そんな ことに、 手ぬ かりの ある ケ レン コ 

丄 ニ V- ゝ _ 

樟カ」 

「え 」 



艇長が ふりかえって みた。 はたして 無電 装置の 真空 

管が、 むざんに も 撃ちぬ かれて、 こわれて いた。 

(ああ、 艇員 たち は、 一たい 何 をして いるの だ。 艇内 

が、 エンジンの 音で やかましい といっても、 あの ビス 

トルの 音が 聞えない はずがない) 

そのと き、 と つ ぜん 扉の 向こうに はげしい 銃声が き 

こえた。 

「あ、 あれ は —— 」 

艇長が おもわず さけんだ。 

「ほう、 やって いる ぞ。 艇長さん。 あれが 耳に はいつ 

たかね」 



電 装置 もこ われて、 外との 無電 連絡 は 一 さいだ めに 

なった。 そこで こんど は、 この 艇の 操縦 室へ 行く 番と 

なった。 さあ 案内し ろ」 

「& 力 力」 

「そうだ。 君 は 人質なん だ」 

ダン 艇長 はい われる 通りに する ほかはなかった。 

艇内 にある 武器 は、 潜水 将校 リ— ロフ がすつ かりお 

さえて しまった。 艇員 たちが、 ひそかに ポケット にか 

くし もった ピストル も、 みな リ ー ロフに まきあげられ 

あご 

てし ま つ たうえ、 頤が はずれ そうな ほど つよく 頰 をぶ 

ん なぐられた。 乗客た ち も、 一応 しらべられ たが、 こ 



は あ、 そうか。 あいつ は 日本人だった のか。 ふふん、 

うまく 逃げた つもりら しいが、 な あに 今にみ ろ。 素 裸 

に ひきむ いて、 あらしの 大海原へ おつ ぼり だして やる 

から」 

リ— ロフ は、 ゴリラの ように 歯 をむ いてつぶ やいた _ 

一方、 ケ レン コ 委員長 は、 ダン 艇長 を ひった てて、 

操縦 室への りこんだ。 

操縦 室 は、 一面に 計器が ならんで いた。 そしてい ろ 

いろな 操縦桿 や ハンドルが とりつけ てあつた。 そこに 

は 五 人の 艇 員が 座席に ついて、 熱心に 計器のう え を 見 

ながら、 操縦 をしたり エンジンの 運転 状態 を 見たり、 



航路 を 記録したり、 いそがしそう にたち 働いて いた。 

だが、 ケ レン コがは いっていった とき、 五 人の 操縦 

員の 顔 は、 いずれも 紙の ように 白かった。 彼等 はすで 

に、 艇 内に おこった 大事 件 を 知ってい たので ある。 

「おい、 皆。 わがはいが、 ただ今から ダ ン 艇長に か わ つ 

て、 この 飛行艇の 指揮 をと る ことにな つた。 わがはい 

の、 いう こと をき かない 者 は、 たちどころに 射殺す る _ 

いいかね、 命のお しい 奴 は、 命令に したがえ」 

それ を 聞く と、 五 人の 操縦 員 は、 いいあわせ たよう 

に、 ぶるぶると 体 を ふるわせた。 



「え、 三百 五十 キロ？ この 暴風雨の 中に、 三百 五十 

キロ 出せと おっしゃ るので すか。 そ、 そんな こと はで 

きません。 そんな こと をす ると、 飛行艇の スピ ー ドと 

暴風の 力と がかみ あって、 艇が こわれて しまいます」 

ス ミス 操縦 長 は、 きっぱりと ケ レン コの 命令 を こと 

わった。 

「なに、 できない つて」 

ケ レン コの 眼が、 ぎらぎら 光った。 

「よし、 できない というの なら、 貴様に 用 はない。 覚 

悟し ろ」 

パ 1 ン！ 



ケ レン コは、 ス ミス 操縦 長に 嚙 みつき そうな 形相で 

さけんだ。 

「わ、 わかりました。 そのと おり やります！」 

ス ミス は、 唇 を ぶるぶると ふるわせながら、 きつば 

りこた えた。 

「ああ！」 

ダン 艇長 は、 その 横で、 絶望の ため 息をついた。 

(これで は 陸地へ は、 だんだん 遠ざかる。 そしても し 

この 飛行艇が こわれたら) 

艇 員の 身の上 を、 そして また あずかつ ている 乗客た 

ちの こと を 心配して、 艇長の 胸のう ち は 煮えく りかえ 



るよう であ つ た。 

助け を もとめたい にも、 無電 はこ われて しまった。 

それに 他の 飛行機 か 汽船で も 通って いればい いが、 こ 

んな 暴風雨 地帯 を 誰が このんで 通って いるもの か。 た 

とえ 通りかかって いたにし ろ、 暴風雨 警報 をき いて、 

すばやく 安全地帯へ にげて しまったろう。 

(神よ、 われ 等に 救い を たれた まえ！) 

ダン 艇長 は、 心の中に、 神の 名 を よんだ。 

艇内 は、 にわかに エンジンの 音が 高くな つた。 それ 

はまる で 金 鎚で空 缶 をた たくような やかましい 音 だ つ 

た。 今にも 艇が、 どかんと 爆破す るので はない か、 と 



艇長 は、 電灯 を 片手に もちながら、 

「ああ もしもし」 

と、 電話 を かけ はじめた。 

「おう、 交換台 か。 おや、 電話 は 通じ るんだ ね。 それ 

はよ かった。 え、 なに 9 」 

「こら、 他の 話 をし ちゃな らん。 早く 電灯 をつ けろ と 

いえ」 

ケ レン コは、 油断して いなかった。 

「は あ」 艇長 は 電話 を かけながら、 ちょいと 頭 を 下げ 

て、 

「おい、 停電した が、 どういう わけ だ。 なに 暴風雨で 



発電機の 中に 水が はいった。 …… 蓄電池 だけで、 電話 

と ェ ン ジンの 点火と だけ を 辛うじて 保た せて ある つ て。 

ええ、 なんだ 9 ふん、 そうか、 よしよ し。 わかつ 

た わかった」 

「こら、 なに をい う。 他の こと を 話しち やならぬ と 

い つてい るの がわから ないか」 

「いや、 故障のと ころ を 説明 させて いるんで す」 

艇長 はいい わけ をして、 

「おい、 それから どう するとい うの か。 うん、 

わかった。 早くなん とかな おせ。 そうか、 こっち は大 

丈夫 だ。 じ や、 あと 十分 後 を 期して、 一 せいに、 よし、 



太刀 川 青年 は、 艇長の 方 を ふりむいて、 

「さあ、 ダン 艇長、 早く 麻綱 を もってき てくだ さい」 

ダン 艇長 は、 さいぜんから 太刀 川 青年の 胸の すくよ 

うな 〔# 「すくよう な」 は 底本で は 「すくよう うな」 I- 応対 

ぶりに 見とれて いたが、 はっと われに かえり、 いいつ 

けどお リ、 この 操縦 室の 網棚から 麻綱の 束 を かかえお 

ろした。 

「さあ、 ケ レン コ さん。 これで 胴中 を ゆわえて、 僕と 

一 しょに 早くき て 下さい」 

「ちょ、 ちょっと 待て。 わ、 わがはい はこ まる。 誰か 

外の 艇員を つれて ゆけ」 



ゆきが ちであった。 

それ を 待って いた 者が あった。 

艇の 後部に いて、 さっき 電話機で 艇長と うちあわせ 

た艇 員の 一団であった。 彼ら は、 ひそかに 操縦 室の 入 

口にせ まり、 ケ レン コの 前に 両手 を あげて、 つったつ 

ている 仲間た ちの 肩 ごしに、 ケ レン コの 様子 を じっと 

うかがつ ていたの だ。 

うちあわせた 十分 間 は、 もうす ぎていた。 

その 中の 一人、 貨物 係 主任の レイと いう 男が、 この 

時う しろに むか つ て 片手 を あげた。 

(おい、 用意 はいい か) 



という 合図 だ つ た。 

レイの 片手が、 さっとお りた。 

(それ、 とびかかれ！) 

五、 六 人の ものが、 ぱっと ケ レン コに とびついた。 

「あ、 こいつら、 何 をす る！」 

ケ レン コ はさつ と 身 を 横に ひらいて、 ピストルの 引 

金 を ひいた。 

力 チリと 音が した だけ だ。 しまったと、 また 引金 を 

ひいた が、 これ も 力 チリと いった だけであった。 三度 

めに 引金 を ひこうと したと き、 おどりかかった 艇 員の 

ために、 またたくまに、 その 場に おさえつけられ てし 



こうして、 ケ レン コは、 ともかくも かたづいた。 だ 

が艇 外の 大 冒険 はどうな つたであろう か。 

これ をた くらんだ 太刀 川 時 夫 は、 大男の リ ー ロフを 

たくみに 艇 外に さそいだして、 ケ レン コ をお さえる 機 

会 をつ くった の だ。 

はたして ケ レン コは、 あっけなく つかま リ、 リ ー 口 

フは、 大きな 体 を ふきとばされまい として、 力の かぎ 

リ、 尾翼の つけねに とりつい ている。 もちろん 彼 は、 

ケ レン コ がと リ おさえられ たこと など、 知る よし もな 

ヽ o 
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「斧で 切り はなして くれ だって …… それより、 貴様の 

方から 先に やれよ。 ほら、 その 切れた 鋼条 を、 早くつ 

なげば いい じ やない か」 

あ,， .J 

リ— ロフ は、 頤で それ を 言った。 

太刀 川 は、 それが 順序で はなく、 そのために よけい 

な 手間 を かけなければ ならない こと を 知ってい たが、 

ここで あらそうべき でない と 思った ので、 方向舵の 切 

れ た鋼条 をつな ぐ ことにした。 

「はやく やれ。 この 小僧！」 

とリ— ロフ は、 かみつく ような 顔 をす る。 

だが、 ぺ ンチ をに ぎる 手 は 冷えき つ て、 鋼条 をち よ つ 



みた。 しかし 方向舵 は、 びくと もうごかなかった。 折 

れ まがった ところが 胴体に くいこんで いるから だ。 

「リ— ロフ、 斧で もって、 方向舵の 折れ まがった とこ 

ろ を 切り はなして くれ！」 

リ ー ロフ は、 ジリ ジリと 彼の 方へ はいよ つてく る。 

「おい リ— ロフ、 そっち だよ。 方向舵の 胴体に くいこ 

んで いると ころ を 切り はなす の だよ」 

リ— ロフ は、 太刀 川の 言って いる ことが わからない 

様子 をして、 なお も 太刀 川に ちかづいて くるの だった _ 

「あ、 リ ー ロフ、 何 をす る！」 

何たる ことか！ リ ー ロフ は、 やにわに 斧 を ふり か 



石 少年です」 

「おお 石 福 海！ お前 は —— -」 

「ああ 太刀 川 先生、 じっとして、 先生の 手、 氷の よう 

に 死んで いる。 わたしす ぐ あたためて、 生かして あげ 

る。 は あ、 は あ」 

石 少年 は、 返事す るの もお しい 様子で、 彼の 右手へ、 

一 生けん めいに 息 を はき かけて いるので あった。 

(石 福 海 は、 こんなに 僕の こと を 思って いて くれる の 

か！) 

太刀 川の 目頭 は、 急に あつくな つた。 彼 は、 じっと 

目 をと じて、 石 少年の あたたかい 息 を 感じる ので あつ 



煙突が 鎧 をき たみたい じ やない か。 あんなに かたそう 

では、 小銃の 弾なん か 通らない よ。 そのため、 かえつ 

て 怪物 を 怒らせる ような ことがあ つ て は …… 」 

煙突が 鎧 をき たよう じ やない か！ 

へんない い 方で は あるが、 なるほど、 海 魔の 姿 をよ 

くいい あらわした 言葉で ある。 

海面から によき つと 出た 首ら しい もの は、 およそ 百 

メ J ^ル はあろう と 思われる。 

それ は、 くねくねと 曲って、 ゆらゆら うごいて いる 

が、 そのぶ きみさとい つたらない。 この 首の 一ばん 上 

に、 頭ら しい ものが ついている。 首 も 頭 も 緑色 をして 



胴体 や 尻尾 は、 と 思う と、 この 世の ことと は 思えない 

ので ある。 

(おれたち は、 夢を見て いるの じ やない かな) 

しかし それ は、 けっして 夢ではなかった。 

大海 魔 は、 しずかに 頭 をう ごかして、 ふしぎ そうに、 

まい 下りて くる 飛行艇 を 見 あげ、 照 空 灯の ような 目 を、 

ぴかぴかと 光らせる のであった。 

操縦 室で は、 海 魔から 少しで も 遠ざかろうと 必死の 

操縦 を つづけて いるの だが、 ェ ンジ ンが とまって いる 

ので、 思うよう にいかない。 高度 は 三百 メ— トル、 二 

百メ —！ ^ル、 百メ —！ ^ル と、 見る見る うちに 下つ て 行つ 



た。 

あらしの 名残の 雲が きれぎれに とぶ。 

西 を 向いても 東 を 向いても 果 しのない 大海原、 もう 

どうす る こと もで きない。 艇内百 余の 人命 を あずかつ 

ている ダン 艇長 は、 心 を 痛めながら、 着水 後の 用意の 

ため、 艇内を 見 まわって いる 時であった。 
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と、 とんきょうな 叫 声が おこった。 

何事 かと 窓に よってみ ると、 海上に 大海 魔の 姿 はな 

く、 ご ー つと いう、 すさまじい 海 鳴と ともに、 今まで 

大海 魔の のぞいていた 海面 は、 ご ぼんご ぼんと 大きな 



知らせよ。 よびだし 符合 は X 二 〇 三 —— 」 だとい つて 

おくられた、 あの ステッキ だ。 

それ を 使う 時が いよいよ 来たの だ。 まさかと 思った 

大海 魔が、 目の前に あらわれ たので ある。 今 だ 今 だ。 

今 この 報告 をし なければ、 ステッキ を 使う 時が、 永久 

に 来ない かもしれ ない。 そして、 おそらく これが、 最 

初にして 最後の 報告になる かもしれ ない。 —— 太刀 川 

青年 は、 そんな こと を 考えながら、 ステッキの 頭に つ 

いている 蓋 を はずす と、 内部に つめこまれた 精巧な 超 

小型の 無電 機 をの ぞいた。 くわしい こと は、 軍機の 秘 

密 だから、 のべられない けれど、 機械の どの 部分 も、 



ゴムに 似た ある 特別の 弾力の あるかたい 物で かためて 

ある。 なげとばそうと、 海水に つかろうと、 また 少し 

ぐらい 熱しようと、 中に ある 機械の 働き は、 少しもく 

るわない というす ばらしい もの だ。 

太刀 川 青年 は、 ステッキの 中から、 紐の ついた 南京 

豆 ほどの 奇妙な 受話器 を ひっぱりだし、 耳の 穴に 入れ 

た。 そして 右の 指先で、 小さな 無電の 電鍵 を、 こっこ 

つと たたいた。 

「X 二 〇 三、 X 二 〇 三」 

それ は、 例の よびだし 符合であった。 

太刀 川 は、 そのよび だし 符合 を、 十四 ほど、 つづけ 



だが、 太刀 川 時 夫 は、 おちついて、 はきはき とした 

声で いった。 

「もう 時間が ありま せんから、 この 飛行艇が 沈む まで 

に、 できるだけ のこと を、 報告して おきます。 お書き 

とり 下さい」 

「よし、 こっちの 準備 はでき ている。 さっきから、 君 

の 話 は、 すべて 録音され ている の だ。 では、 はじめた 

まえ」 

太刀 川 時 夫 は、 早口に 語り はじめた。 海面 は、 すぐ 

目の 下に 見える。 あと 百メ —！ ^ル 足らず だ。 波 は 白く 

泡 をかん で、 ただ 一箇所、 例の 大海 魔が もぐった あた 



波 は、 いくらか 小さくな つたよう だが、 急に 黒つ ぼ 

さ をました。 

闇が 身近に せまって 来る と、 石 少年 は、 心細くな つ 

たの か、 

「先生、 わたし 一晩中、 泳ぎつ づけても、 大丈夫 ある 

が、 夜、 何だか こわい よ」 

といいだ した。 

「だまって 〔# 「だまって」 は ママ r おまえ は 目が わる 

くて、 ニメ— トル 先 も、 よく 見えない のだろう。 じ や 



夜 だ つ て 昼 だ つ て 同じ ことじ やない か」 

「それ、 ちがう、 さっきの 海 魔、 わたしの 足く わえ、 

海の 底、 ひっぱり こむ ような 気がする」 

「はつ はつ はつ は …… 何の ことかと 思ったら、 それ か。 

ところが 僕 は、 あの 海 魔に、 もう 一度 会いたい と 思つ 

てい るんだ よ」 

二人が、 波に もまれながら こんな 話 をして いる 時で 

あった。 又も 遠い 海 鳴の ような 音が、 ご— つと 聞え だ 

した かと 思う と、 とつぜん、 闇の 彼方から、 

「あつ」 
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重大 使命 は？ 

海 魔 は？ 

ケ レン コ、 リ ー ロフ は？ 

やがて 彼の 気 は、 だんだん 遠くな つてい つた。 

XXX 

太刀 川 時 夫と 石 福 海 を、 のみこんだ 大きな 黒い 渦 は、 

ゆらり ゆらり と 所 を かえて 行く、 その 底の あたりに、 

何 か、 ぴ かりび かりと 光る ものが あつたが、 ご ー つと 

いう 海 鳴が 一 だんと 高くな り、 あた リ 一 面が、 ものす 

ごく 波立って 来た かと 思う と、 やがて、 まっくろい 海 

面 を、 つきやぶって、 ざ ざ ー、 ざ ざ ー と、 泡立てな が 



すると、 この ミン ミン 島の 酋長 ミンチ も、 すっくと 

立ち あがり、 これ は 破鐘の ような 声で、 

「客人よ、 お前の いうと おりだ。 それで は、 いよいよ 

これから ミン ミン 島の 宝で ある クイ クイの 神 を、 ここ 

へ 呼ぶ I- J とに する ぞ」 

といえば、 酋長 ロロ は 息 を 大きく はずませて、 

「うむ、 待って いたと ころ だ」 

と、 こたえた。 

「おう、 奥から、 クイ クイの 神 をよ ベ」 

酋長 ミンチが この 命令 をす ると、 奥の間から、 あや 

たれまく 

しい 返事の 声が きこえて、 やがて 垂幕 を わけ、 しずし 



入れ、 海中に 投げ こんだ、 その あわれな 遭難 漁夫 三 浦 

スミ吉 が、 今 ここで クイ クイの 神と なりすまし、 ミン 

ミン 島と ロップ 島の 原 地 人の 前に、 とりすました 顔で 

立って いるの だ。 

ちょ つ と 信じられない ふしぎな 話で ある。 

ところが その 訳 はこうな の だ。 この 三 浦 須美吉 は、 

遺書 を 海中に 投げ こんでから、 船 は 沈んだ が、 自分 は 

海上に うかび、 ちょうど そば 近く 流れて いた 船の 扉に 

すが つて 漂いつ づけ、 運よく， J の ミ ン ミ ン 島に 流れ つ 

いたので ある。 

それにしても、 どうして 三 浦が クイ クイの 神と なり 



二人の 酋長の まえにす すみ 出た。 彼 はえ へんと 咳 ばら 

い をして おもむろに 腕 をく み、 

「こり や、 願 は 何事 じ や！」 

と、 おぼつかない 原 地 語で いった。 

「おう、 酋長 ロロよ、 クイ クイの 神が 願 をき かれる ぞ、 

早くお まえの つれてき た 病人 を ここ へ 出せ」 

!|1 長 ミンチが さいそく すると、 

「これ、 病人 を 前へ つきだせよ」 

酋長 ロロ は 命令 をした。 

ロップ 島の 原 地 人た ち は、 いちどきに 立ち あがって、 

その 中に 立って いた 一人の 若い 女 を かつぎあげて、 ク 



そこで クイ クイの 神 は、 原 地 人の 女の 顔 を 見つめな 

がら、 両腕 を 前にぬ つと つきだした。 次に 両腕 を、 ぼ 

ん ぼんと たたいて、 なんの かわり もない こと をし めし 

た。 それから 両腕 を さかんに ふりまわしたり、 両手 を 

にぎったり はなしたり していた が、 そのうちに 右手の 

指さき を、 かたくに ぎった 左の 掌 の 中に さしいれて 

ごそごそ やって いたかと 思う と、 左の 掌の 中から、 赤 

い 紐の ような もの をす るする と ひっぱりだした。 

ミン ミン 島の 人 は、 それ を 見る と、 

「 ォ あ. . 才 J% . II 

と、 奇妙な こえ を あげて、 さかんに クイ クイの 神へ 



むかって、 おじぎ を はじめた。 

クイ クイの 神 は、 さも もったいぶった 様子で、 その 

赤い 紐 を ぱっと 両手で ふったと 思う と、 なんと それ は 

一 枚の 風呂敷ぐ らいの 布 ぎれ になって いた。 

「 ォ あ. 一 わ 岁 一 」 

「 ヽゝ ヽゝ ヽ ノー 

- ^ ，力 ^ <i」 

ふ、 ふ、 ふ— んの方 は、 酋長 ロロ を はじめ 口 ップ島 

原 地 人の ため息であった。 クイ クイの 神の、 おそろし 

い 力に、 すっかりお どろいて しまった らしい。 病気の 

女 も、 口 を ぼかんと あけて、 クイ クイの 神の 手に 見と 

れ ている。 



クイ クイの 神 は、 掌の 中から とりだした 赤い 布 ぎれ 

を、 みんなの まえで 見せびらかす ようにう ち ふった。 

そして こんど は 「やつ」 と 気合 を かける と、 赤い 布の 

中から 一 羽の 白い 鳥 を つかみだした。 鳥 は、 ながい 

くちばし 

嘴 を ひらき、 翼 をば たばた させても がいている。 

「 ォ あ. 一 わ 岁 一 」 

「ヽ、 ヽ、 ヽ ン- 

I 、<;> ，力 、ん _ <^」 

ミン ミン 島人 も ロップ 島人 も、 クイ クイの 神のお そ 

ろしい 神 力 を 目の前に 見て、 腹の 底から おどろき のこ 

え を あげて 床の 上に ひれふした。 

だが、 クイ クイの 神の やって いる こと は、 そう 大し 



磁石 もな にも もたぬ 原 地 人た ち は、 星 を 目 あてに、 

え いえ いと， ，- え を そろえて 漕ぎ ゆく の だ つ た。 舟 は、 

矢の ように 走る。 夜の 明けない うちに、 五十 キロ も 先 

の 口 ップ島 へ かえり つかねば ならな いの だ。 

三 浦 須美吉 は、 酋長 ロロが 舵 をと る 丸木舟の 舳に 

しゃがんで いたが、 目が 闇に なれて きたと き、 原 地 人 

たち はいつ の 間に か、 ミン ミン 島で 鼻まで たれて か 

むって いた 頭巾 をぬ いでいる のが わかった。 

ロップ 島の 原 地 人た ち は、 太陽の 光 をお それて、 昼 

間 は その 深い 頭巾 を かぶり、 夜が 来て あたりが くらく 

なると、 それ をぬ ぐ 習 匱 だとい うこと を 後で 知った。 



しい 心に なった。 

(ああ、 おれ は 今、 二十 四の 青年 だが、 いったい いつ 

になったら、 救いだ されて、 あのな つかしい 日本へ か 

えれ るだろう か) 

そう 思う と 胸が せまって、 ほろほろと 頰の 上に あつ 

い 涙が ながれた。 

その 時だった。 

酋長が、 何 かする どい こえで 叫んだ。 

原 地 人た ち は、 酋長の 叫び をき くと 同時に、 ぴ たり 

櫂 を こぐ 手 をと めて しまった。 そして、 き、 き、 きと 

妙な 声 を あげ、 あわてて 例の 頭巾 を 頭からす つぼり か 



ぶ つ た。 

(どうした のだろう？) 

三 浦 は、 ふしぎに おもって、 首 をぐ るぐ る まわした _ 

すると、 はるか 後の方に、 ぴかぴかと へんに 光って い 

る 物が あるで はない か。 

「おや、 あれ はなんだ」 

よく 目 をす えて 見る と、 くらい 海の 一 てんから、 青 

白い 長い 光が す— つと 出て、 横にう ごいて いる。 

「探照灯み たいだが II 」 

と 思って いると、 こんど は 別のと ころから、 ものす 

ごい 火柱が 二 本 も 立ち あがって、 それから まつ 赤な 火 



さて 話 は 元に もどって、 海 魔灘の 渦巻に まきこまれ 

て、 海上から 姿 をけ しさった 太刀 川 時 夫 は、 どうした 

ことであろう か。 また、 潮に 流されながら 時 夫に たす 

け を もとめて いた 石 福 海 少年 は、 どうな つたこと であ 

ろう 力 

、-ゝ ノ 、、ゝ ノ 、、ゝ ノ、、 ゝ じ O ,s ン 、、ゝ /- 、、ゝ ン、、 ゝ ノ o 

力ん 力ん 力ん 力ん 力ん カスカん カパ 

鉄 をた たいている ような 物音で ある。 

「あ、 やかましい。 耳が いたいじ やない か」 

太刀 川 時 夫 は、 夢心地で つぶやいた。 

ぼと リ、 と、 つめたい ものが、 時 夫の 襟 もとにお ち 



て、 せなかの 方に まわった。 

「ああ -」 

そこで、 太刀 川 時 夫 は、 やっと 気がついた。 

「はて、 ここ はいった いど こだろう」 

あた リを ずっと 見 まわした。 

そこ は、 コンク リ— ト でかため た 四角な 空 井戸の 中 

のよう なと ころだった。 壁 はび しょび しょに 水で ぬれ 

ている。 ふしぎな の は、 時 夫の いる 床だった。 あらい 

鉄 格子で で きている。 がんがん が ん とい う ものす 一 J い 

音 は、 鉄 格子の 下から きこえて くるの だった。 

電灯ら しい もの もない のに、 この 室内 は 鉄 格子の 下 



から ぼ— つと 青白い 光が さしていて、 物の 形が わかる。 

よく 見る と、 壁に その 青白い 光の 横縞が いくつ も あり、 

天 じょうの 方まで つづいて いた。 後に なって わかった 

の だが、 この 光 は 深い 海に すむ 夜光虫 を よせあつめた 

冷光 灯であった。 

太刀 川 時 夫 は、 この 気味 わるい 光の なかに 立って、 

手足に 力を入れて みた。 たしかに 力が はいる。 しかし 

それでいて、 自分 は 生きて いるの か 死んで いるの か、 

どうも はっき リ しないの であった。 そこでし きりに 記 

憶 を よびおこした。 

( —— おそろしい 大 渦巻に すいこまれて —— そうだ、 



石 福 海が、 その 前にた すけ を もとめて いたが —— 自分 

は あの まま まっくらな 海中に ひきず リ こまれて、 息が 

つまりそう になった が、 —— それから、 なんだか 竜宮 

のように、 美しい 室 を 見た ようにお もった が —— その 

うち 体が くるくると まわり だして、 なにもかも 見えな 

くな つてし まった。 それから …… ) 

それから、 さあ それから —— それから 後 はわから な 

いの だ。 

「僕 は、 生きて はいるの だ！」 

時 夫 は、 両の腕 を、 こっこつ とたた きあわせて 見る 

と 痛い。 たしかに 生きて いる。 



「生きて はいるが、 ここ は どこだろう か」 

まるで 牢獄み たいな 奇怪な 室だった。 

潜水艦の 中 かしらん？ 

こんな 大きな 室 を もった 潜水艦 はない。 では、 どこ 

、-ゎ や 

か 島の 地下室であろう か、 それとも 窟 の 底であろう か。 

,,ゝ ノ ,,ゝ ノ ,、ゝ リ、、 、 ひ o 、、ゝ ソ 、VT V ゝ ノ，， ゝ ノ O 

カスカ 入 カスカん 力ん カスカん カス 

またもの すごい 物音が、 足 もとの 鉄 格子の 間から き 

こえて きた。 

「ふむ、 あれ はどうしても、 なに か 大きな 機械 を 使つ 

ている 音ら しい。 そうして みると、 これ は 」 

太刀 川 時 夫 は、 はっと 気がついて、 自分の びし よぬ 



それ は 大きな エンジン 室ら しく、 はるか 下の 方に 甲 

虫の 化物み たいな エンジンの 一 部分ら しい ものが 見え 

る。 

がんがん がんがん と いう 音 は、 ここから 聞え て 来る 

の だ。 

(一たい、 どこだろう？) 

太刀 川 はずきず きいた む 頭の 中で、 もう 一 度 考えて 

みた。 

(大 渦巻に まきこまれて、 水中に ひっぱり こまれた こ 

と は、 たしか だが、 それから …… ) 

それからが、 どうしても 分からない。 



ない 奴 だ」 

あくまで、 にくにくしげ にいう。 

そこ は、 何の 飾 もない 物置 小屋の ような ところ だつ 

た。 

太刀 川 は、 鉄 格子から 落ちる と、 途中で 網で 受けと 

めら れ たような 気がした が、 そのまま 気 を 失って し 

まった。 その 間に、 この 部屋に 運び こまれた ものら し 

ヽ o 

レ 

あれから、 どのくらい たった もの か、 とにかく 相当 

時間が たって いる こと は、 着て いる 服が、 かわき かけ 

て いる ことで も わかる。 



に、 どうと たおれた。 

さあ、 こと だ。 こんど はほんと に 怒って、 

「やった な。 日本 小僧」 

叫びながら 両手 を ひろげて、 鷲づ かみに しょうと、 

おそいかか つ て 来たの だ。 

太刀 川 も 覚悟 はき ま つていた。 

どうせ 死地に あるの だ。 ，. 辱 め をう ける より、 日本 

人ら しくた たかって、 死のう。 

「来い」 

「おう」 

ほ 

大男が、 咆 える ような 声 を あげて、 さっと とびかか 



塞 だ」 

(う— む) 

太刀 川 は 心に 叫んで、 唾 をのんだ。 

「それなら、 海底 要塞と はいかなる もの か。 それ は、 

君が 我輩の 申し出 を 聞いて くれる 前に、 説明す る こと 

はでき ない。 けれども、 ここ 数 箇月 間、 世界中の 新聞 

が、 さわぎたて ている 太平洋 上の 海 魔、 即ち、 君 等が 

昨日と くと 御覧ず みの 怪物 は、 この 海底 要塞の ほんの 

一部に すぎない。 それ は のびちぢみが 出来て、 潜望鏡 

の 役目 も すれば 灯台の 役目 もす る。 しかも その 先 は、 

恐し い 新兵 器で 武装され ている。 賢明なる 君に は、 説 



一 秒、 一一 秒、 三 秒 ：：： 

息づ まるよう な 無気味な 瞬間 だ つ た。 

,， r ,， r } ヽ や、、、、 J 

s S う ススぅ 

突然、 耳 を つんざく けたたましい 非常 警報 の サイ レ 

ンが 鳴り 出した ので ある。 

「あ」 

扉の そばに 立って いた リ— ロフが 叫んだ。 

つづ いて 何やら わめき 合う 人声、 どた どた どた どた 

混雑す る 足音が、 廊下の 方から 聞え 出した。 

ケ レン コは、 さっと 立ち あがって、 

「おい、 リ ー ロフ、 君 は、 太刀 川 を この 部屋に 閉じ こ 



めて 見張 をつ けて おけ、 わが 輩 は、 司令室に 行く、 手 

配が すんだら 君 も 後から すぐに やって来い」 

そういい すてて、 ケ レン コは、 とぶ ようにして 部屋 

を 出て 行った。 

一 たい 何事が 起った のか。 

海底 司令室 

、、、、、、，）' 、 、、ヽ 、、ヽ f o 

><l、OA つ. I >ん> ん A つ. I 



水兵が でて きて、 (急に 胸が わるくな つたから、 向こう 

へいって くる。 その 間、 お前 ちょっと 代りに ここの 番 

をして いて くれ) といって、 いってし まったんです。 

それから 私が 立って いるんで すが、 どうした のか、 ま 

だ 帰つ てきません」 

「それ はお かしい。 一等 水兵 は 誰か」 

「はき 気がある とかいって、 顔 を 手で おさえて いたの 

で、 よく は 見えませんでした。 小柄の 人でした が …… 」 

「いよいよ 腑 におち ない 話 だ。 よし、 扉 を あけて みろ。 

おい、 みんな 射撃の かまえ。 中から とびだして 反抗す 

れば、 かまわず 射て」 



「う— ん、 いまいましい 日本の 小僧 だ。 こんどつ かま 

えたら、 おのれ ！」 

酒壜は 見る見る 底が 見えて きた。 

「なんだ。 もうお しまい か。 たった これ だけ じ や、 第 

一 酔いが まわって こない じ やない か、 う— い」 

そうはい う ものの、 顔 は、 もう トマトの ように 赤 か つ 

た。 

そこへ 電話の ベ ルが じりじり なり だした。 

「ええい、 うるさい」 

リ— ロフ は、 空の 酒壜を 逆手に とって、 電話 器に な 

げ つ：^ た。 



ない」 

彼 は、 戸棚から、 のこる 潜水服の 一 つ をお ろし、 さつ 

きリ ー ロフが やった とおり それ を 体に つけた。 それ は 

思いの外、 らくらくと 着られた。 最後に 大きな 潜水 兜 

を かぶ リ、 円柱 を 開いて、 その 中に 入った。 

その 円柱の 壁に は、 番号の ついた ボタンが あった。 

それ を 一 つず つ 押して ゆく と、 円柱 は ひとりでに 閉じ、 

やが てし ゆうつ と 圧榨 空気 の 音が した かと 思う と、 彼 

の 体 は ど— んと 上に うちあげられた。 

ぐらぐらと 目まい がした。 気がついて みると、 彼 は 

すでに 海水の 中に あった。 いや、 海 S にご ろん と 横た 



よく わからなかった。 太刀 川 は、 こっちの 顔 を 見られ 

まいとして、 顔 を あげない ので、 相手の 潜水服の 足 だ 

けし か 見えない の だ。 そのうちに、 その 足 は 向こうへ 

ふわり ふわりと 動いて、 立 去った。 

(逃げ だそうかと 思った が、 なかなか 見張が きびしい 

よう だ。 どうなる か、 ともかくも、 潜水 隊員と 一 しょ 

に、 しばらく 仕事 をして みょう) 

太刀 川の 肚は きまった。 

五十 メ— トル ほど 向こうの 海底に、 二十 四、 五名の 

潜水 隊員が 整列して いた。 いずれも 同じような 恰好 だ 

から、 誰が 誰 だか わからない。 



手 をのば したりして しゃべって いるの は、 たしかに 副 

司令 リ ー ロフ にち がいなかった。 

「いまから 二 時間のう ちに、 船底に 穴 を あけて、 積 荷 

を とりだ すんだ。 おれの 命令す る ものの ほか、 なにも 

の も 取 出す こと はならん ぞ。 よい か、 わかった な」 

そういって、 リ ー ロフは 一同 をず ー つと 見 まわした- 

その 時リ— ロフ のぐ にやぐ にやした 体が、 急に 化石 

のように かたくなった。 

「おや？」 

彼の 口から、 おどろきの 言葉が とびだした。 彼 は 右 

手 をつ とのば すと、 太刀 川の 方 を 指さして、 



「おい、 みんな、 そいつ をい けどれ。 そして 潜水 兜 を 

ぬがして、 顔 をみ て やれ。 そうすれば、 先生め、 きつ 

と おもしろい 顔 をして、 おれたち を 喜ばせて くれる だ 

ろう。 あつ はつ はつ」 

リ— ロフ は、 まだ 酒の 酔いが、 ぬけ きらないた めか、 

す こぶ る) きげん であった。 

だが この 深い 海の 底で、 潜水 兜 をぬ がされて はた 

まった もので はない。 せっかく ここまで 来たのに と 思 

うと、 太刀 川の 胸 は、 ざんねん さで、 はりさけん ばか 

り だ つ た。 

「おとなし くしろ」 



「副司令の 服なん か 着 こんで、 ふとい 奴 だ」 

潜水 隊員 は、 口々 にわめ いて、 四方から 太刀 川に お 

どり かかった。 

(よし、 来い) 

と、 太刀 川が 決心して たち 上った が、 とたんに ある 

考えが ひらめいた。 「そうだ」 とつぶ やくと、 まるで 猫 

の 子の ようにお となし くな つて、 たちまち、 隊員た ち 

にと りお さえられて しま つ た。 

「はは はは、 見かけに よらない 弱虫の 大佐 どの だ」 

隊員た ち は、 あざけり 笑いながら、 太刀 川の 両腕 を 

とって、 リ ー ロフの 前に ひきす えた。 



だ。 

「ああ -」 

「うむ！」 という さけび。 

太刀 川 は、 満身の 力 を両の 腕に こめて、 隊員た ちに 

つかまれ ている 腕 を ふりほど いたの だ。 

それ はまった くの 不意だった から、 隊員た ち は 力 を 

いれな おす ひ まもなく、 ふりとば されて しまった。 そ 

のうえ、 ごつ— んと、 はげしく 仲間同士の 鉢 あわせ。 

頭が くらくら とした。 

と 同時に、 

「やった な、 こいつ！」 



「口 ほど もない やつ だ。 さあ、 このに せ 当番 水兵の 手 

足 を ゆわえて しまえ」 

太刀 川 は、 リ ー 口 フの声 を まねして、 隊員に 命令 を 

くだした。 

隊員 は、 きゅうに 元 気づいて、 そこにた おれて いる 

リ ー ロフ のま わりに あつまった。 そして 腰に つけて い 

た 綱 を はずす と、 リ ー ロフの 手と 手、 足と 足と を、 

ぎ ゆ つ と ゆわえて しま つ た。 

(ふ— ん、 やっぱり リ— ロフ 大佐 は 強いな あ。 たった 

一撃で、 相手 をた おしてし まった) 

リ— ロフの 強い こと を 知っている 隊員た ち は、 これ 



んな はたらき をす るので あろう か。 

海面に と つ ぜんとび だして は 怪力 線 を はなつ あの 海 

魔の ことから 考える と、 この 中には、 さらにお そろし 

い 攻撃 兵器が しまって あるのに ちがいない。 

(たった 一目で もい いから、 あの 巌 壁に よじのぼり、 

ながめお ろしたい もの だ) 

太刀 川が そんな こと を つぶやきながら 歩き だ した 時、 

いじわるく、 彼 を 呼ぶ 者が あった。 

「リ— ロフ 大佐。 ちょっと お待ちく ださい」 

ふりかえって みると、 沈没 商船の 中から 出た 一名の 

潜水 隊員が、 ゆらゆら とこ つ ちへ 泳ぐ ような か つ こう 



太刀 = は、 きっぱり といった。 



ふしぎな 顔 



海底の 吸血鬼？ 

じょうだん ではない。 

太刀 川 青年 は、 どんどん 奥に ふみこんだ。 

隊員た ち は、 それ を 見お くると、 急に おそろしくな つ 



「おお！」 

と、 さすがの 太刀 川 もさけば ずに はいられなかった。 

なんとい うこと だ。 海底に ひよ つくり 頭 を 出した 煙突 

様の 小さい 塔が あるの さえ ふしぎな のに、 その 中から 

三 つの 顔が こっち をの ぞいて いる。 

しかも 三つと も、 生きて いた。 さもお どろいた よう 

に 目 を 見 ひらき、 そして 大きく 口 を あけた。 それだけ 

ではない。 その 中の 一 つの 首に、 太刀 川 はたし かに 見 

おぼえが あつたの である。 

「ダン 艇長！」 

いうまでもなく、 海底 要塞 附近で 墜落した サ ウス . 



(うむ、 見つかって しまった か) 

と、 太刀 川の 息づ かいが、 またもや あらくなる。 

日本 攻略 作戦 

「おい、 リ— ロフ。 この 沈没船の 積 荷に は、 まんぞく 

な ものが 一 つもない よう だね」 

ケ レン コ 司令官 は、 太刀 川をリ ー ロフ 大佐と 思い こ 

んで いるの か、 気が るに いった。 それ をき いた 太刀 川 



はたして 勝利が えられましょう か。 もしも 計画 どお リ 

行かなかった とき は、 すぐ モス コ— (ソビエトの 首府) 

によび かえされて、 反逆者の 名の もとに ど ー んと 一 発、 

銃殺され てし まいます ぜ」 

「なんだ、 君ら しく もない。 はじめから やぶれる つも 

りで 戦って、 勝てた ためしが あるか。 わが 海底 要塞の 

戦闘 準備 は、 まだ、 完全と はいえない が、 敵の 防備 を 

破壊し、 首都 東京 をお とし 入れる だけの 自信 は 十分 あ 

るよ。 四百 隻 からなる わが 恐竜 型 潜水艦 は、 だて やか 

ざり につく つたの じ やない。 いかに 日本の 海軍が 強く 

とも、 これに かかつ ちゃ、 手の ほどこし ようがな かろ 



う。 わずか 一 時間で、 東京お よび その 附近 は、 全滅 じ や。 

いきもの 

地上 地下、 生物 は、 猫の 子 一匹 もの こるまい。 考えた 

だけで も 胸が おどる じ やない か。 いや、 君 を 前にお い 

て 恐竜 型 潜水艦の 自慢 をす るの は、 あべ こべ じ やった 

ねえ 、<;,、<;,、<;,、<;,」 

なんという おそろしい ケ レン コ の 自信であろう か。 

そのと き 運転士が、 声をかけた。 

「もしもし、 海底 要塞の 正面へ 来ました。 どこへ つけ 

ます 力」 

「うむ、 恐竜 格納庫 第 六十 号へ つけろ」 

ケ レン コ はいった。 太刀 川 時 夫の 目が、 潜水 兜の 中 



見よ！ 

彼の 目の まえに、 あぶく だつ 青黒い 海水 をと おして、 

とほう もな く 大きな 怪物が、 歯 を むきだして、 こちら 

をに らんで いる。 それが、 じつは 格納庫の 扉であった。 

(この 扉の むこうに、 共産党 海軍の 大 じまんの 対日 攻 

撃 武器が しまって あるの だ！) 

ケ レン コ 司令官 は、 そのと き 腰に さげて いた 水中 笛 

を、 例の 例の 妙な 機械の 手 〔# 「例の 妙な 機械の 手」 は マ 

マ〕 でお した。 水中 笛 は ぶうぶうと 大きな 音 をた てた。 

すると、 格納庫の うえから、 やはり 潜水服に 身 を か 

ひさし 

ためた 潜水 兵が 四、 五十人、 まるで 廂 からお ちる 雨 だ 



れ のように 降って きた。 

(ふ ふ ふ、 あじな こと を やる ぞ！) 

と、 太刀 川 は、 潜水 兜の 中で、 ほほえんで いる。 潜 

水兵た ち は 格納庫 第 六十 号の 前にな らんだ。 とくいの 

司令官 ケ レン コは、 その 前にす すんで、 

「わが 恐竜 第 六十 戦隊 員に つげる。 ただ今より、 本 戦 

隊は小 笠 原 群島の 南 約 五 百 キロの 方面に 臨時 演習に 出 

動すべし。 ただし、 突発 事件に 対して は、 すぐさま 臨 

機の 処置 を とるべし」 

これ をき いて、 潜水 兵た ち は、 いいあわせ たように 

ざわめいた。 それ は、 日本 艦隊お そろし さの ためで は 



司令官 ケ レン コの 号令 一 下、 幹部 将校が、 すぐさま 

格納庫の 扉 を ひらく。 水圧 器の ボタン をお すと、 あつ 

い 鉄板で できた 格納庫の 大 扉が、 ギ ー ッと 上に あがつ 

ていった。 

太刀 川の 両目が、 潜水 兜のお くから、 異様に かがや 

いた。 

(ふん、 あれ だな！) 

見る と、 格納庫の 中に、 とほうもない 大きな 潜水艦 

が、 鼻 をなら ベて、 こっち をむ いている。 一隻、 ニ隻 

三隻、 四 隻！ 

それが 上中下の 三階に、 きちんと おさまり、 みんな 



で 十二 隻！ これが 恐竜 第 六十 戦隊な ので ある。 

「出発！」 

という 司令官 ケ レン コ の 命令と ともに、 

、、、，）、 、、ヽ 1'、 、、ヽ フ o 

プカ う 、o A ゥ プ々 I て 

サイレンに 似た 海底 を ゆする ような 音が ひびいた。 

とたんに、 十二 隻の 恐竜 型 潜水艦が、 いっしょにと 

び だした ので ある。 まるで 十二の 大 塔が たばになって 

とびだし たような 壮観で あ つ た。 

そのと き 太刀 川 は、 水の あおりをくって よろよろと 

したが、 目の まえ を さ つ とすぎ て ゆく 恐竜 型 潜水艦の 

姿 を 見の がさなかった。 



なんという おそろしい 形 をした 潜水艦だろう か。 

<■ さき 

舳は うんと 長く 前へ つきだし ていて、 蛇の 腹の よう 

である。 ふとい 胴中 は、 鼠の ように ふくれ、 背中と 両 

ひれ 

脇と に、 三角形の 大きな 鰭が ついている。 しリ尾 はふ 

とくな がい 流線型で、 そのつ け 根のと ころに、 八つば 

かりの 推進機が まわって いたよう である。 「おい、 リ— 

ロフ。 わした ち は、 水中 快速 艇で 戦隊の あと をお いか 

ける ことにしよう。 快速 艇を こっちへ 呼んでくれ」 

ケ レン コの 声に、 太刀 川 は、 やっと 我に かえった。 



るんだ つた」 

と、 わざと 酒ず きの リ ー ロフ らしい こと をい えば、 

ケ レン コは、 

r 、ヽ、 ■ 

I ん」 

と 笑って、 

「お前の 潜水服の 内が わに は、 酒 びん をと リ つけて あ 

ると きいた ぞ。 そんな 仕掛 をして あるのに、 酒と はへ 

ん だね。 第 一 、 酒 びん を さげて きても、 潜水服 をき て 

いたんで は、 のもう にも、 のめん じ やない か。 リ ー 口 

フ にして は、 また 妙な こと をい いだした もの じ やのう」 

ケ レン コの 口ぶりに は、 どこか、 皮肉な ところが あつ 



た。 

太刀 川 は、 どきん とした。 共産党 随一 のちえ 者と い 

われる だけあって、 これ は ゆだんが ならぬ ぞと 思った 

ので ある。 そういえば、 この 潜水服 をき たと きから、 

耳のう しろで どぶん どぶん と 音の する ものが あ つ て、 

気になって 仕方がなかった。 これが、 リ— ロフが 特別 

にこ しらえ させた 酒 びん かもしれ ない。 

太刀 川 は、 ふと 鼻の 先に、 赤ん坊が 口に くわえる 牛 

乳の 吸口み たいな ものが、 ぶら 下って いるのに 気がつ 

いた。 

(はて、 これ かな) 



と 思って 彼 は、 その 吸口み たいな もの をす つてみ た。 

すると、 どろん と 口中に ながれこん できた 液体が、 舌 

を ぴりぴり とさした。 そしてぶ— んと、 はげしい 香が 

鼻 をつ いた。 

ウォッカ 

(あ、 火酒 だ！) 

酒 びんの 中から、 ゴム 管で つながつ ていたの だ。 そ 

れをケ レン コが、 知ってい たの だ。 たいていの 者なら、 

このへんで、 降参して しまう ところ かも 知れない。 が、 

わが 太刀 川 青年 は、 腹の 中で ふんと、 せ せら 笑った だ 

けで ある。 

「あは はは、 あは はは。 司令官 閣下から 御注意 をう け 



したが、 運転士の 方へ むきな おる と、 

「おい、 まだ 戦隊に おいつけ ない のか。 なに をぐ ずぐ 

ずして いる」 

とどな つ た。 

「は。 閣下 はま だ 出発 号令 をお かけに なりません ので 

…：- J 

「ばか、 ばか、 ばか。 貴様 は 何年 運転士 を つとめてい 

るの か。 よし、 こんど かえったら、 銃殺 だ」 

「ええつ、 閣下。 それ は あんま リ …… 」 

「やかましい。 早く 快速 艇を 走らせろ」 

「へえい」 



て、 受話器 をと リ、 人工 鼓膜に あてた。 

さかんに 無線電話が きこえて くる。 早口で しゃべ つ 

ている の は、 前にい く 恐竜 第 六十 戦隊の 司令 パパ ー 二 

ン 中佐から であった。 

それ は、 途中からで あつたが、 

r —— 約 八十 隻ノ 潜水艦、 約 百 五十 隻ノ 駆逐艦、 ソノ 

ホカ 大小 ノ 特務 艦 十 数隻 …… 」 

ここまで きいて、 太刀 川 は、 ぎくんと した。 太平洋 

上 を、 このような 大 艦隊が うごいて いると すれば、 そ 

れ はわが 海軍に ちがいない。 だが 一たい、 いかなる 目 

的で どこへ 向か つ ていく ところであろう か。 



「 —— 海上 ハ波 オダ ャカニ シテ、 晴天 ナレド 雲 ァリ。 

空中 二相 当 爆音 ヲ キク モ、 飛行機 ノ 種別、 台数 ハ 不明 

ナリ。 彼ノ 針路 ハ 西南西 微西— …… 」 

西南西 微西 といえば、 ほとんど 真西に ちかい。 わが 

日本 艦隊が こんなと ころ を、 航行して いると は、 ちょ つ 

と 考えられない。 とすると、 これ は 演習の 想定で あろ 

ク ゝ o 

う 力 

無電 はなお も 早口 にしゃべ る。 

「 —— コノ ママ ヮガ 戦隊 ガ 前進 ヲッ ヅケル トキ ハ 十分 

ノ ノチ、 彼ノ 艦隊 卜 衝突 ノホ カナシ。 故 ニヮガ 針路 ヲ 

力 エルべ キカ、 否 力、 タダチ 二 指令 ヲ タマ ヮ リタ シ。 



(いや、 どうも リ ー 口 フの服 をき ている もの だから、 

つ いまちが えて はいけ ない) 

ケ レン コは、 太刀 川が、 にせ 者で ある こと は、 はじ 

めから ちゃんと 見ぬ い ていたの だ。 

太刀 川 は、 アメリカ 大 艦隊が、 西へ いそぐ と 聞いて、 

これ は、 容易なら ぬ こと だと 感じた が、 恐竜 型 潜水艦 

の 攻撃 目標が、 さしあたって わが 艦隊でなくて よかつ 

たと 思った。 

だが、 ケ レン コの肚 は、 すでにき まっていた。 

(ここで アメリカ 艦隊 をお そっても、 まさか 西 太平洋 

のまん 中に、 ソビエトの 潜水 艦隊 基地が あると は、 気 



づ くもの はないだろう。 アメリカ では、 きっと 日本 潜 

水 艦の 襲撃 をく つた ものと して、 日本 政府に ねじこむ 

にちがいない。 そうなる と、 ここでい よいよ 日米 両国 

の大 衝突と なる から、 そのす きをう かがって こっち は 

東京湾へ つき こめば、 いいんだ) 

ケ レン コは、 戦隊 司令 パパ ー ニン 中佐に あて、 秘密 

無電 を もって、 

「アメリカ ノ 艦隊 ヲ 襲撃 シ、 恐竜 型 潜水艦 ノ 威力 ヲ発 

揮 セョ。 タダシ、 貴隊ハ ソ連 潜水艦 タルコ トヲ 極力 力 

クスコ ト。 ナオ 戦闘 開始 ノノ チハ、 トキ ドキニ セノ無 

電ヲ ゥチ、 ァ タカ モ 日本 潜水艦 デ アル ヨウ 二、 ァ メリ 



力 艦隊 ニ思ヮ セル コト」 

と、 命令 を だした。 自分で さんざん あばれ、 ァ メリ 

力の 軍艦 をし ずめ、 そして その 犯人 は 日本海 軍で ござ 

いと 思わせようと いうの だ。 

すると 戦隊 司令 パパ— ニン 中佐から 間もなく 無電が 

来た。 

「 —— ヮガ 恐竜 第 六十 戦隊 ハ、 コレ ヨリ 敵艦隊 ノュダ 

ン ニッケ イリ、 ナルべ ク早ク 所期 ノ 目的 ヲ ハタ シタ上 

デ、 全 艦 海底 要塞へ ヒ キア ゲン ト 欲ス。 戦闘 開始 二 〔# 

「戦闘 開始 二」 は 底本で は 「戦闘 開始に 匕 アタリ、 ケ レン 

コ 司令官 閣下 ノ健 隶ヲ 祝ス。 戦隊 司令 パパ— ニン 中 



ぶいです ね」 

という。 

「なに、 あれで まだに ぶい？」 ケ レン コ はに やりと し 

て、 

「う ふん、 だが、 あれが 日本 艦隊 だったら、 もっと、 

こつ ぴど くやつつ け るんだ が、 なに をい つても 友邦 ァ 

メリ 力 だから、 遠慮して あのく らいに とどめて おくの 

、、二： o ) ヽ ヽ ヽ ■ 

たよ 、っ^^、 <;>」 

ケ レン コは、 鬼の ように 笑った。 

その 時、 とつぜん、 潜水 兜が、 ぴんぴんと、 異様な 

音 をた てて なった。 



とたんに、 たんたん、 じゅじゅ という ひびきが つづ 

いて 起り、 急に 上から、 おさえつけられる ような 重く 

るし さ を 感じた。 

「あ、 あぶない。 運転士、 すぐ 左 旋回で、 うしろへ ひつ 

かえせ！」 

ケ レン コが、 さけんだ。 

「ま、 ま 、 」 

「はやく ハンドル を まわせ。 ぐずぐずして いると、 み 

んな こっぱみじんになる ぞ。 敵の 爆弾が、 近くの 海面 

におち はじめたん だ！」 

「ま、 まヽ！ - 



あたり を 見 まわしても、 太刀 川の 姿が、 見えない。 

(逃げた かな) と 思った、 ケ レン コは、 

「運転士」 とよんだ。 

すると、 かすかな うなり 声が、 運転台から きこえた。 

「司令官 閣下もう だめです。 快速 艇は、 うごかな くな 

りました。 どうしたら よいでしょう」 

「心配し ないでも よい。 今に 他の 艦が 通りかかる だろ 

う。 —— それより、 あれ はどうした。 太 —— いや、 リ— 

口 フ 大佐 は？」 

「リ— ロフ 大佐 は、 さっき 艇 から 下り、 前へ まわって、 

故障 を しらべ ていたよ うです が」 



「あ、 リ ー ロフ 大佐 だ！」 

太刀 川 時 夫 は、 潜水 着の 中で、 おもわず さけんだ。 

無理 もない。 リ ー ロフの 潜水 着 をき て、 リ ー ロフに 

なりすまして いると ころへ、 本 ものの リ ー ロフ 大佐が 

あらわれ たので ある。 

(錨に しばりつけた はずの あの リ— ロフ が？) 

そんな こと を 考えて みる 余裕 さえな か つ た。 

太刀 川 時 夫の 運命 は、 きまった。 太平洋 魔 城の 大秘 

密を、 ことごとく 見て しまった 以上、 生きて 日本へ か 

えされ る はず はない。 

逃げる か？ 



リ— ロフ 大佐 は、 コップ を 水兵に 渡して、 太刀 川の 

方へ、 すりよつ てきた。 その 手に、 太い スパナ— (鉄 

の 螺旋 まわし) が 握られて いた。 

太刀 川 は、 それでも 無言で、 つつ 立って いる。 

「おい、 水兵 ども。 おれの 潜水服 をぬ がせて しまえ」 

そういうと、 水兵た ち は、 ど つ と 太刀 川に とびかかつ 

て 潜水服 をぬ がせた。 

兜の 下から 青白く こわばった 太刀 川の 顔が あらわれ 

た。 

「あつ はつ はつ は。 こわい 顔 をして いるな。 おい、 太 

刀 川。 さっきから、 こうなる の を 待って いたんだ。 積 



命令に したがえば、 恩賞 は のぞみ 次第 だ」 

太刀 川 は、 

(何 を、 ばかな) 

と 思った が、 それに は 答えず、 何事 を 考えた のか、 

にや リと 笑った。 

「おい、 衛兵 長。 それまで この 太刀 川 を 監禁して おけ」 

「は。 どこへ 放り こみます か」 

「あいている 部屋なら どこでも よい。 それから、 上等 

の 食事に、 酒 をつ けて な」 

「は。 たいへんな 御馳走で すな」 

「余計な こと をい うな。 しかし、 逃げない ように。 も 



ん。 僕 はこの 酋長 ロロの すんで いる ロップ 島へ ながれ 

ついて、 一命 を 助った のです。 酋長 ロロ は、 なかなか 

りっぱな そして 勇敢な 人間です。 その ロップ 島から す 

こし はなれた ところに カンナ 島と いう 石油が 出る 島が 

あります が、 その カンナ 島の 古井戸から、 この 海底 城 

(ダン 艇長 は 海底 城と いう 言葉 をつ かった) へ、 秘密の 

通路が ある こと を 知って、 僕たち を つれてき て くれた 

のです」 

聞けば 聞く ほど、 奇々 怪々 な 話であった。 

「その 秘密 通路と いうの は、 一たい 誰が つくった もの 

です 力」 



日本人 同士 



(こいつ、 なに をす るんだろう) 

太刀 川 は、 クイ クイの 神様が、 指さき で、 腕 を こす 

るので 気味 わるく 思った が、 ふと、 

(おや、 なに か 字 を 書いて いるよう だ ぞ！) 

気がついた。 よく 見る と、 それ は 日本の 片仮名 だつ 

た。 

「アナ タハ、 二 ツボン ジン 力。 ヮタ クシ モ、 二 ツボン 



衛兵 長 じまんの、 大声が ケ レン コの 耳に 入らない は 

ずはなかった。 

「おい、 リ ー ロフ。 しずかに しろ」 

ちご 

司令官 は、 リ— ロフ 大佐に なぐられた 頤を、 いた そ 

うに さすりながら、 大佐に 目く ばせ した。 

(われわれ 二人の 格闘 は 一 時 休戦 だぞ II ) 

「な、 なに を、 …… 」 

リ— ロフ 大佐 は、 床に たおれた まま 歯 を むきだして、 

どなった。 たった今、 ケ レン コ 司令官から、 副司令の 

職 を はぎとられた ことが、 大いに 不平で ならない の だ。 

だが、 暄嘩 はとに かく 一時お さまったら しいので、 



衛兵 長 は、 室内へ はいった。 

「司令官 閣下。 この 男です、 監禁 室に あてた 倉庫の 中 

から、 とびだし てきた 奴 は」 

そういって、 クイ クイの 神様の 背中 を、 どんと 前に 

つ いた。 

「ほう、 この：^ もじ やか」 と、 ケ レン コは目 をみ はつ 

て、 

「ところで 衛兵 長、 お前 は、 三人の あやしい 男 を 発見 

したと かいった が、 あとの 二人 はどうした のか」 

「はい、 二人 は その 場で、 鉄砲で うちたおして ありま 

す。 ご 安心く ださい」 



司令官 室の 激論 



室の 外へ つれだされて、 クイ クイの 神様 こと 三浦須 

美吉 は、 (ほい、 しめた) 

と、 思った。 

もうこの 司令官 室に 用 はない の だ。 彼の 掌の 中には、 

衛兵 長の ポケットから、 すりと つた 一個の 鍵が かくさ 

れ ていたの である。 卵 を 出す とみせ て、 手 さき あざ や 



「なに をい うんだ。 リ ー ロフ、 少し 口が すぎる ぞ、 貴 

様 は、 明日の こと を わすれて いるの か。 われわれが、 

スタ ー リン (ソビエトの 支配者) の 命令 をう け、 これ 

だけの 時間と 労力と 費用と を かけて、 この 海底 大根 拠 

地 をつ くった の は 何のた めで あつたか。 明日 こそい よ 

ほ- J, 

いよ 恐竜 型 潜水艦 を ひきいて、 日本 艦隊 を 屠り 去り、 

そして 東洋 全土に われわれの 赤旗 をお したてよ うとい 

う、 多年の 望が かなう 日で はない か。 その 明日 を 前に 

して、 貴様の かるがるしい 態度 は、 一 たいな にごと か」 

「いや、 おれ はケ レン コ 司令官の 戦意 をうた がつ てい 

るの だ。 いつも、 口 さきば かりで、 今まで 一度 も 言つ 



「わたし もと いうと …… 」 

r リ— ロフ 大佐、 君 を あらためて 副司令に 任命す るの 

だ」 

「なんじ や。 それ は、 ごきげん とりの 手 か」 

「いつまでも、 ばかな こと をい うな」 とケ レン コ 司令 

官は、 リ— ロフ をた しなめ て、 

「そのうえ、 もう 一 つ 重大 任務 をさず ける。 これ を 見 

ろ」 

と、 ケ レン コ 司令官 は、 テ— ブルの 上の 海図 を 指し、 

「わが 海底 要塞に、 今 ある 潜水艦 は、 三百 八十 五隻 だ。 

余 は そのうち 二百 五十 五隻を ひきいて、 これ を 主力艦 



隊 とし、 大 たいこの 針路 をと つて、 小 笠 原 群島の 西 を 

一 直線に 北上す る」 

「ふん。 そこで、 のこりの 百 三十 隻の 潜水艦 は？」 

「その 百 三十 隻を もって、 遊撃 艦隊と し、 われわれよ 

リも 先に 出発 させ、 針路 をまず グアム島 附近へ とって、 

日本 艦隊 をお びきょせ、 その あたりで 撃滅し、 次に 北 

上 を 開始し、 紀淡 海峡 をお しきって、 瀬戸内海 をつ く 

んだ。 そのうえで、 艦載 爆撃機 をとば せて、 大阪を 中 

心 とする 軍需 ェ 業 地帯 を 根， J そぎた たきつ ぶして しま 

う」 

「ふふん。 話 だけ はお もしろ い。 この 遊撃 艦隊 を ひき 



いていく 長官 は、 誰 だ。 もちろん、 わたしに それ を や 

れ というんだろう」 

リ— ロフ 大佐 は、 先 まわり をして いった。 ケ レン コ 

司令官 は、 いかめしい 顔つきで、 ぐっと うなずき、 

「そのと おりだ。 遊撃 艦隊 司令長官 リ— ロフ 少将 だ。 

そうなる と、 君 は 提督 だぞ。 これで も 君 は、 人 をうた 

がう か。 いや だとい うか」 

「わたし は 少将で、 そっち は 太平洋 連合艦隊 司令長官 

兼 主力艦隊 長官 ケ レン コ 大将 か。 ふん、 どうで も、 す 

きな ように やる が いい」 

リ— ロフ のことば は、 どこまでも 針 を ふくんで いる _ 



「さあ、 そうとき まったら、 むだない さかい はよ して 

すぐに 最後の 幕僚 会議 だ。 さあさあ、 全 幕僚 を 招集し 

て くれ」 

ケ レン コ 司令官 は、 リ ー 口 フの気 を 引きた てるよう 

に、 うながした。 

舉 ョ1ば ョ尸 始 

ケ レン コ 司令官の 部屋で、 会議が はじまった。 



よかった。 太刀 川 は、 ケ レン コが 恐竜 型 潜水艦 をつ 

かって、 たくさんの アメリカの 艦艇 を 撃沈した ことな 

ど 話して ダン 艇長 をう) J かした。 

彼 はついに 決心して、 太刀 川の 手 をに ぎり、 この 大 

計画に 力 を あわせる こと をち かった。 

「日本人が 二人、 アメリカ人が 一 人、 中国人が 一 人、 

原 地 人が 一 人。 同志 は みんなで 五 人 だ」 

と、 太刀 川 は、 いった。 

一同 はまず 監禁 室の 中 をつ くろうた め、 酔いつ ぶれ 

て、 寝ころが つてい る ソ連 兵 を ひっぱり こんで、 自分 

等の 身が わりにした。 中に ふらふらと 抵抗して 来た 奴 



る 大海 面 を ふりかえった。 

(はてな？) 

太刀 川 は、 もう 立って いられ なくなって、 ふらふら 

とその まま 尻餅 をつ こうと した。 その 時、 前方の 海面 

が、 ぱっと、 真昼の ように かがやいた。 太刀 川が 生ま 

れ てはじめて 見た ものすごい 明るさ だ つ た。 

「あ！」 

という さけび、 ついで、 まつ 赤な 焰が、 天 をつ いた。 

ゴ、 ゴ、 ゴ— ッ、 ドドド 1 ッ、 バリ バリ バリ ッ。 

天地 もくずれ るよう な大 音響！ ひゆ ー うと、 嵐の 

ような 突風が 三人の 頰を うった。 大地 は、 大地震の よ 
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